
　
現
在
、文
部
科
学
省「
大
学
入
学
者
選
抜
協
議
会
」で
は
、「
大

学
入
試
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
議
」で
再
検
討
さ
れ
た「
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」の
新
た
な
考
え
方
に
基
づ
き
、大
学
入
学

者
選
抜
方
法
の
更
な
る
改
善
に
向
け
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、私
大
連
は
、喫
緊
の
課
題
で
あ
る「
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
」の
実
施
時
期
に
関
す
る
現
状
と
考
え
を
以
下
の
と

お
り
同
協
議
会
に
提
示
し
た
。

令
和
３
年
７
月

　
文
部
科
学
省「
大
学
入
学
者
選
抜
協
議
会
」御
中

　「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」の
実
施
時
期
に
関
す
る
意
見

一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟

　
日
本
私
立
大
学
連
盟（
以
下
、私
大
連
と
い
う
）は
、貴
協
議
会

の
検
討
に
よ
って
、更
な
る
大
学
入
学
者
選
抜
方
法
の
改
善
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、「
大
学
入
試
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
議
」

で
再
検
討
さ
れ
た「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」の
新
た
な
考
え
方
に

１　
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」の
実
施
時
期
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て

「
建
学
の
精
神
に
基
づ
く
各
会
員
大
学
の
独
自
性
と
私
立
大
学
の
多
様

性
を
保
証
し
、人
類
の
未
来
に
貢
献
す
る
人
間
を
育
成
す
る
た
め
基
盤
強

化
に
資
す
る
。」と
い
う
目
的
を
踏
ま
え
、日
本
私
立
大
学
連
盟（
以
下
、

「
私
大
連
」と
い
う
）が
直
近
で
行った
提
言・主
張
につい
て
ご
紹
介
す
る
。

提
言
・
主
張

日
本
私
立
大
学
連
盟
の 
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基
づ
き
、実
質
的
な
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、先
般
６
月
11
日
付
け
文
書
に
よ
り
貴
協
議
会
か
ら
、大

学
長
宛
に
総
合
型
選
抜
及
び
学
校
推
薦
型
選
抜
の
試
験
期
日
等

の
遵
守
を
お
願
い
し
た
い
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。総
合
型
選

抜
及
び
学
校
推
薦
型
選
抜
の
試
験
期
日
等
が
遵
守
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
実
態
は
、高
等
学
校
教
育
に
悪
影
響
を
与
え
、学
校
教

育
の
進
展
を
阻
む
要
因
に
も
な
り
か
ね
ず
、高
大
接
続
の
重
要
性

を
踏
ま
え
れ
ば
、私
立
大
学
は
自
律
的
に
試
験
期
日
を
遵
守
し
入

学
者
選
抜
改
革
を
推
進
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
意
見
書
で
は
、私
立
大
学
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ド
ミッ
ション・ポ

リ
シ
ー
に
基
づ
き
、能
力･

意
欲･

適
性
や
活
動
歴
を
多
面
的･

総
合

的
に
評
価･

判
定
す
る
と
い
う
大
学
入
学
者
選
抜
の
体
制
を
確
立

で
き
る
よ
う
、喫
緊
の
課
題
と
し
て
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」の

実
施
時
期
に
関
す
る
現
状
と
私
大
連
の
考
え
を
提
示
し
ま
す
。

〇 　
現
行
の「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」の
実
施
時
期
は
１
月

中
旬
の
２
日
間
、私
立
大
学
への
成
績
提
供
日
は
令
和
３
年
度
が

２
月
８
日
、令
和
４
年
度
が
２
月
７
日
と
い
う
設
定
で
あ
る
。私

立
大
学
の
個
別
学
力
検
査（
一
般
選
抜
）は
２
月
１
日
か
ら
開
始

さ
れ
る
た
め
、多
く
の
私
立
大
学
は「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」の

成
績
結
果
を
判
断
材
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

〇 　
学
校
推
薦
型
選
抜
の
判
定
結
果
の
発
表
の
日
程
に
つ
い
て
、

「
大
学
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
」で
は「
一
般
選
抜
の
試
験
期
日
の

10
日
前
ま
で（
学
校
推
薦
型
選
抜
で
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
を
活

用
す
る
場
合
は
前
日
ま
で
の
な
る
べ
く
早
い
期
日
）」と
定
め
て
い

る
。し
か
し
、２
月
１
日
か
ら
一
般
選
抜
を
開
始
す
る
私
立
大
学
は
、

現
行
の
成
績
提
供
の
日
程
で
は
学
校
推
薦
型
選
抜
の
判
定
に「
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」の
成
績
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、社
会
変
化
に
対
応
し
、多
様
な
資
質・能
力
の
評
価

が
求
め
ら
れ
る
中
で
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」を
活
用
し
た
個

別
学
力
検
査（
一
般
選
抜
）を
行
お
う
と
し
て
も
、現
在
の
日
程
で

は
限
界
が
あ
る
。ま
た
、現
在
の
日
程
で
は
、学
校
推
薦
型
選
抜
に
お

い
て
知
識・技
能
や
思
考
力
を
評
価
す
る
た
め
に「
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
」を
活
用
す
る
こ
と
は
、事
実
上
不
可
能
で
あ
る
。私
立
大

学
が
各
大
学
入
学
者
選
抜
に
、知
識・技
能
を
確
認
す
る
手
段
と
し

て「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」を
活
用
で
き
る
よ
う
、実
施
時
期
を

一
か
月
前
倒
し（
12
月
を
目
途
）し
、成
績
結
果
を
多
面
的・総
合
的

な
評
価
の
一
部
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

以　
上
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現
在
、文
部
科
学
省
で
は「
学
校
法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
会
議
」

に
お
い
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
私
大
連
は
、同
会
議
に
お
け
る
議
論
が
私
立
大
学
の
教
育
研
究
と

大
学
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、重
大
な
課
題
を
有

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、同
会
議
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
し
た
。

　
意
見
書
に
お
い
て
、法
改
正
に
向
け
て
は
、私
立
大
学
の
真
に
健

全
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
が
図
ら
れ
る
よ
う
意
見
と
提
案
を

明
示
し
て
い
る
。

２
０
２
１
年
10
月

　
一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟　
　
　
　
　

　
私
立
大
学
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
関
す
る
意
見
と
提
案

　
現
在
、私
立
学
校
法
の
改
正
に
向
け
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る

文
部
科
学
省
の「
学
校
法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
会
議
」の
議
論
は
、

私
立
大
学
の
健
全
な
経
営
と
教
育
研
究
の
発
展
を
阻
害
し
、建
学

の
精
神
を
瓦
解
さ
せ
る
重
大
な
課
題
を
有
し
て
い
ま
す
。議
論
の
核

と
なって
い
る「
学
外
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
評
議
員
会
が
、学
校
法

人
の
重
要
事
項
の
議
決
と
理
事
及
び
監
事
の
選
解
任
を
で
き
る
」

と
い
う
権
限
の
集
中
は
、法
人
を
め
ぐ
る
新
た
な
主
導
権
争
い
を
誘

発
し
か
ね
な
い
、学
校
法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
本
質
を
問
う
課
題
で
す
。

　
下
記
の
通
り
、評
議
員
会
の
機
能
の
見
直
し
案
に
対
し
、日
本
私

立
大
学
連
盟（
以
下「
私
大
連
」）の
意
見
と
提
案
を
公
表
す
る
と

と
も
に
、法
改
正
に
向
け
て
は
、私
立
大
学
の
真
に
健
全
な
ガ
バ
ナ
ン

ス
体
制
の
構
築
が
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

記

１　

学
外
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
評
議
員
会
の
本
質
的
課
題

　
学
校
法
人
制
度
に
お
い
て
、評
議
員
会
は「
幅
広
い
議
論
と
法
人

運
営
への
意
見
反
映
の
中
核
的
機
能
」を
果
た
し
、私
立
大
学
の
公

２　

文
部
科
学
省「
学
校
法
人
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
会
議
」に
意
見
提
出

98



共
性
を
担
保
し
て
き
た
。即
効
的
な
効
果
検
証
が
難
し
い
大
学
教

育
に
つ
い
て
、中
期
的
検
証
と
展
望
の
繰
り
返
し
に
よって
新
境
地

を
切
り
開
く
よ
う
な
議
論
を
幅
広
く
行
う
に
は
、建
学
の
精
神
に
基

づ
く
教
育
体
系
の
理
解
者
や
、多
様
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、文
理
融

合
や
カ
リ
キュラ
ム
間
の
有
機
的
連
携
、大
学
間
連
携
、強
み
と
す
る

研
究
分
野
な
ど
の
理
解
者
と
、必
ず
し
も
そ
う
し
た
専
門
知
識
を

持
た
な
い
学
外
者
と
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
評
議
員
会
を
構
成
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
客
観
的
な
監
督
機
能
を
強
化
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
形
式
論
を
重

視
す
る
あ
ま
り
、一
律
に
学
外
者
の
み
で
評
議
員
会
を
構
成
す
る

と
、長
期
的
視
野
に
よ
り
責
任
を
持
って
教
育
研
究
の
支
援・運
営

に
関
す
る
経
営
判
断
の
是
非
を
議
論
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

大
学
の
教
育
研
究
を
総
合
的
に
深
く
理
解
し
、か
つ
経
営
監
督
能

力
を
持
ち
合
わ
せ
た
適
任
者
が
見
つ
か
ら
な
い
リ
ス
ク
か
ら
、結
果

的
に
教
育
研
究
の
質
の
低
下
を
招
く
私
立
大
学
が
出
て
く
る
可
能

性
も
あ
る
。

〈
提
案
〉評
議
員
会
は
、学
外
者
を
一
定
割
合
以
上
確
保
し
た

上
で
教
職
員
や
設
立
関
係
者
な
ど
の
構
成
に
よ
り
、私
立
大

学
の
公
共
性
と
健
全
な
発
達
に
資
す
る
仕
組
み
と
す
る
。ま

た
、こ
の
構
成
の
バ
ラ
ン
ス
は
学
校
法
人
の
特
徴
や
規
模
等
に

よ
り
一
律
に
規
定
し
な
い
。

２　

意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
の
鈍
化

　
社
会
変
化
の
激
し
い
時
代
の
私
立
大
学
の「
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
」に
お
い
て
は
、教
学
と
経
営
が
一
体
と
な
り
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
的

確
な
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
で
、大
胆
な
大
学
改
革
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。上
記
１
の
課
題
を
改
善
し
た
と
し
て
も
、評

議
員
会
に
意
思
決
定・執
行
の
権
限
を
集
中
さ
せ
す
ぎ
る
と
、必
ず

し
も
現
場
感
覚
を
有
さ
な
い
学
外
者
の
判
断
を
待
ち
、教
育・研
究

現
場
の
理
解
、同
調
を
図
る
こ
と
は
相
当
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る

こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
、迅
速
な
大
学
改
革
の
流
れ
に
完
全
に
逆

行
す
る
。評
議
員
会
は
、理
事
長・理
事
の
日
常
業
務
や
学
長
の
教

員
人
事
、学
位
授
与
等
の
教
学
運
営
に
関
す
る
事
項
に
ま
で
踏
み

込
ん
で
議
決
を
行
う
べき
で
は
な
い
。

　
な
お
、意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
は
ス
ピ
ー
ド
感
と
と
も
に
意
思
決

定
の
内
容
が
適
切
で
あ
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、そ
の
点
は
ガ

バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
への
遵
守
状
況
を
公
表
し
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
向
け
た
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
で
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

提言・主張
日本私立大学連盟の 
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る
。そ
の
意
味
で
、私
大
連
と
し
て
も
加
盟
校
と
し
て
も
、ガ
バ
ナ
ン

ス・コ
ー
ド
の
さ
ら
な
る
浸
透
と
コ
ン
プ
ラ
イ・オ
ア・エ
ク
ス
プ
レ

イ
ン
の
実
行
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。

〈
提
案
〉評
議
員
会
の
議
決
を
要
す
る
事
項
は
、法
人
と
し
て
の

組
織・運
営
の
基
本
的
な
あ
り
方
や
業
務
の
基
本
方
針
に
関
す

る
事
項
に
絞
る
か
否
か
も
含
め
法
律
で
一
律
に
規
定
せ
ず
、学

校
法
人
の
自
律
性
に
基
づ
き
決
定
で
き
る
仕
組
み
と
す
る
。

３　

学
内
の
対
立
構
造
の
先
鋭
化

　
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
眼
目
で
も
あ
る「
権
力
者
の
作
為
的
暴
走
」

を
抑
制
す
る
た
め
の
機
能
の
必
要
性
は
、学
校
法
人
が
自
浄
作
用
を

働
か
せ
て
い
く
べ
き
点
で
同
意
す
る
が
、上
記
１
の
課
題
を
解
決
し

た
と
し
て
も
な
お
、評
議
員
会
に
そ
う
し
た
機
能
を
持
た
せ
る
に
は

課
題
が
大
き
い
。学
校
法
人
に
は
経
営
と
教
学
と
の
間
の
緊
張
関
係

が
あ
り
、学
部
等
の
組
織
に
よって
も
異
な
る
利
害
関
係
が
生
じ
、経

営
判
断
に
学
内
の
対
立
を
伴
う
こ
と
も
多
い
。特
に
不
適
切
な
リ
ー

ダ
ー
を
解
任
す
る
と
い
う
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
発
揮
は
、あ
く
ま
で
業
務
に

対
す
る
牽
制・監
督
を
目
的
に
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、そ
れ
を

超
え
て
学
内
の
対
立
構
造
が
持
ち
込
ま
れ
る
と
、評
議
員
会
が
主

導
権
争
い
を
誘
発
す
る
紛
争
の
場
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

〈
提
案
〉理
事
の
解
任
手
続
は
、監
事
と
評
議
員
会
の
連
携
に

よ
り
、法
令
違
反
等
の
事
由
や
職
務
執
行
状
況
に
関
す
る
監
事

の
意
見
に
基
づ
い
て
、評
議
員
会
と
異
な
る
第
三
者
な
ど
の
委

員
会
を
活
用
す
る
仕
組
み
を
講
じ
る
こ
と
が
適
切
で
あ
り
、ガ

バ
ナ
ン
ス
の
正
当
性
が
高
ま
る
と
考
え
る
。

【
参
考
】私
大
連
加
盟
校
に
お
け
る
攻
め
と
守
り
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
向
上
の
取
組
の
一
例

〇 

私
立
学
校
法
第
42
条
第
１
項
に
定
め
る「
理
事
長
が
あ
ら

か
じ
め
評
議
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

（
事
業
に
関
す
る
中
期
的
な
計
画
等
）」に
つ
い
て
、寄
附
行
為

に
よ
って
す
で
に
評
議
員
会
の
議
決
を
要
す
る
も
の
と
し
て
い

る
加
盟
校
も
あ
る
。し
か
し
、そ
の
事
項
は
学
校
法
人
の
規
模

や
特
性
等
に
よ
って
違
い
が
あ
り
、統
一
的
に
規
定
す
る
も
の

で
は
な
い
。

〇 
加
盟
校
に
お
い
て
は
、現
在
８
割
強
が
内
部
監
査
組
織
を
設
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置
し
、監
事
、会
計
監
査
人
及
び
内
部
監
査
組
織
に
よ
る
三
様

監
査
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

〇 

理
事
や
評
議
員
の
就
任
時
に
、オ
リ
エ
ン
テ
ー
ション
を
開
催

し
、そ
の
使
命
や
役
割
、法
人
関
連
規
程
や
関
係
法
規
の
理
解

の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、法
人
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
共
有

し
て
い
る
法
人
も
あ
る
。

〇 

評
議
員
会
や
理
事
会
の
実
質
化
を
図
る
べく
、評
議
員
会・

理
事
会
の
欠
席
者
は
意
思
表
示
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
、議

案
ご
と
の
賛
成・反
対
の
意
思
表
示
及
び
記
述
欄
に
て
意
見
を

述
べる
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、議
案
ご

と
の
賛
成・反
対
の
意
思
表
示
は
採
決
に
加
え
、記
述
欄
に
記

載
さ
れ
た
意
見
を
議
場
で
紹
介
し
て
い
る
法
人
も
あ
る
。

〇 

中
期
計
画
の
作
成
前
に
は「
教
職
員
と
の
意
思
疎
通
、コン

セ
ン
サ
ス
の
醸
成
」を
、作
成
後
は「
教
職
員
に
対
す
る
共
有
、

理
解
、浸
透
」に
、ま
た
、中
期
計
画
に
係
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

の
構
築
を
通
し
て「
教
職
員
の
意
識
改
革
、当
事
者
意
識
の
醸

成
や
関
与
の
度
合
い
の
向
上
」に
努
め
る
な
ど
、組
織
全
体
の

取
り
組
み
と
し
て
い
る
。

〇 

理
事
に
お
け
る「
教
員
理
事
」や「
職
員
理
事
」が
占
め
る
割

合
や
、評
議
員
に「
学
内
関
係
者
」が
占
め
る
割
合
を
令
和
元

年
度
と
令
和
２
年
度
と
で
比
較
す
る
と
、そ
れ
ら
の
割
合
が
過

半
数
を
超
え
な
い
よ
う
減
ら
す
法
人
が
一
定
数
あ
る
一
方
で
、

過
半
数
を
超
え
る
よ
う
に
増
や
し
て
い
る
法
人
も
一
定
数
あ

る
。各
学
校
法
人
が
教
学
と
経
営
の
一
体
と
な
っ
た
ス
ピ
ー
ド

感
あ
る
的
確
な
意
思
決
定
を
行
う
た
め
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
実
態

を
踏
ま
え
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
た
め
の
自
律
的
な
取
り
組
み

を
絶
え
ず
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

提言・主張
日本私立大学連盟の 
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わ
が
国
へ
の
留
学（
受
け
入
れ
）の
う
ち
私
費
留
学
生
の
割
合

は
96
％
で
、私
立
大
学
が
受
け
入
れ
て
い
る
留
学
生
の
ほ
と
ん
ど

が
私
費
留
学
生
で
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
出
入
国
が
制
限
さ
れ
て
い

る
状
況
に
あ
る
現
在
、日
本
への
留
学
を
希
望
す
る
世
界
の
学
生

が
そ
の
選
択
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
って
い
る
。

　
私
大
連
で
は
、日
本
への
留
学
を
希
望
す
る
世
界
の
学
生
た
ち

と
私
立
大
学
の
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
く
べ
く
、文
部
科
学
省
、

法
務
省
、外
務
省
に
私
費
留
学
生
等
の
入
国
の
緩
和
を
求
め
る

要
望
書
を
提
出
し
た
。

令
和
３
年
10
月

一
般
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟

会
長　
田
中 

愛
治 　
　
　
　
　
　

　
私
費
外
国
人
留
学
生
等
に
対
す
る
入
国
制
限
緩
和
の
要
望

　
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、学
位
取
得

を
目
的
と
し
た
私
費
外
国
人
留
学
生
が
、日
本
に
入
国
で
き
な

い
状
況
が
長
期
化
し
て
い
ま
す
。私
立
大
学
に
お
き
ま
し
て
は
、

世
界
各
国
の
外
国
人
留
学
生
よ
り
、早
く
来
日
し
て
日
本
で
学

び
た
い
と
の
声
が
日
増
し
に
切
実
な
も
の
と
な
って
お
り
、こ
れ
ま

で
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
科
目
提
供
は
も
と
よ
り
、様
々
な
交

流
の
場
を
設
け
る
な
ど
可
能
な
限
り
対
応
し
て
き
て
い
ま
す
。し

か
し
な
が
ら
、一
度
も
日
本
で
の
実
体
験
が
な
い
ま
ま
で
学
び
の

楽
し
み
や
日
本
の
文
化
等
を
感
じ
取
る
こ
と
は
難
し
く
、学
生

間
の
人
間
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
出
来
づ
ら
い
中
で
、思
い
描

い
て
い
た
留
学
生
活
と
の
乖
離
か
ら
、日
本
へ
の
留
学
に
見
切
り

を
つ
け
、他
国
へ
の
転
学
等
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
深
刻
な
状
況

と
な
って
い
ま
す
。

　
現
在
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
や
死
亡
者
数
が
欧

米
と
比
較
す
る
と
抑
え
ら
れ
て
お
り
、安
全
性
の
観
点
で
日
本
へ

の
留
学
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。入
国
制
限
の
さ
ら
な
る
継
続

は
こ
う
し
た
機
運
を
削
ぎ
、既
に
入
学
し
て
い
る
学
生
の
転
学
や

３　

私
費
留
学
生
等
の
入
国
緩
和
を
文
部
科
学
省
・
法
務
省
・
外
務
省
に
要
望
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今
後
の
志
望
者
の
減
少
に
よ
る
大
学
、お
よ
び
わ
が
国
へ
の
ダ

メ
ー
ジ
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。と
り
わ
け
、日
本
の

留
学
生
の
多
く
が
私
立
大
学
の
私
費
留
学
生
で
あ
り
、日
本
の

大
学
を
選
ん
だ
貴
重
な
私
費
外
国
人
留
学
生
達
へ
門
戸
を
開
く

可
能
性
が
あ
る
こ
の
時
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、大
学
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、下
記
の
通
り
、私
費
留
学
生
及

び
交
換
留
学
生
に
対
す
る
入
国
緩
和
の
特
例
措
置
を
講
じ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

１
．私
立
大
学
の
留
学
生
の
多
く
は
私
費
留
学
生
で
あ
る
。す
で

に
入
国
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
国
費
留
学
生
だ
け
で
な
く
、私
費

留
学
生
の
入
国
制
限
の
緩
和
を
お
願
い
し
た
い
。

２
．大
学
間
の
協
定
な
ど
に
基
づ
く
交
換
留
学
生
の
受
入
れ
は
派

遣
と
対
に
な
っ
て
お
り
、国
内
大
学
の
国
際
教
育
活
動
に
お
い
て

必
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。不
要
不
急
の
短
期
の
渡

航
と
区
別
し
て
、中
長
期
に
わ
た
る
交
換
留
学
生
の
受
入
れ
を

可
能
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

以　
上
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